
(宛 先 )

〒100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬口生活衛生局
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内線4289)
03(3595)2423(18時以降)
03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FA× )

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表

令和2年 11月川1日
令和2年 12月 4日 (金)薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のジクロロイソシアヌル酸の残留基準の設定について

②食品中のシフルメトフェンの残留基準の設定について

③食品中のチアジエルの残留基準の設定について

④食品中のチエンカルバゾンメチルの残留基準の設定について

⑤食品中のフェンプロパトリンの残留基準の設定について



①食品中のジクロロイソシアヌル酸の残留基準の設定について

企業名(製造企業等): 住化エンバイロメンタルサイエンス株式会社
→ 受取の有無 :□ 有り

当該年度における受取額

□ 50万 円以下
'□  50万 円超～500万 円以下
□ 500万円超

該当の有無:□  有り
該当の有無:□ 有り

〆無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

企業名(製造企業等):  日産化学株式会社

●

●

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

し

し

無

無

ラ

ー

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

ヒr/無し寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

企業名(製造企業等): ロック化学製品株式会社

→ 受取の有無 :□  有り
当該年度における受取額

□ 50万 円以下
'□  50万 円超～500万 円以下
□ 500万円超

該当の有無 :

該当の有無 :

有

有

□

□

●

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

し

無

無
タ

ー

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む) □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他( )

寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無 :□ 有り ゴ  無し
当該年度における受取額

□ 50万 円以下
'□  50万 円超～500万 円以下
□ 500万円超

●

●

匡
―
―
Ｉ
Ｌ

該当の有無 :□ 有り
該当の有無 :□ 有り

し

し

無

無

メ

ー

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む) □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他 ( )

□ その他(                   )



②食品中のシフルメトフェンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): OATアグリオ株式会社
● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度
【受取額の内訳】

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料□ 寄附金(奨学寄付金含む)
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

)□ その他 (

れ　　　い

し

し

無

無

レ

ー

●

●

匡
―
―
Ｉ
Ｌ

有

該

□

□

□

帥

当
‐

卜

ｊ

↓

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

③食品中のチアジエルの残留基準の設定について

該当の有無 :□ 有り
該当の有無 :□ 有り

企業名(申請企業等):  日本農薬株式会社
→ 受取の有無 :□  有り ♂ 無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

④食品中のチエンカルバゾンメチルの残留基準の設定について

当該年度における受取額

□ 50万 円以下
□ 50万円超～500万 円以下
□ 500万円超

し

し

無

無
♂
〆
「
‐
‐
Ｊ

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

該当の有無 :□ 有り
該当の有無 :□ 有り

企業名(申請企業等): バイエルクロップサイエンス株式会社

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む) □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式
□ その他 ( )

♂ 無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無 :□ 有り
当該年度における受取額

□ 50万 円以下
|□  50万 円超～500万 円以下
□ 500万円超

□

□

●

●

匡
―
―
Ｉ
Ｌ

有り

有り

該当の有無 :

該当の有無 :

し

し

無

無
タ

ー

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                   )



⑤食品中のフェンプロパトリンの残留基準の設定について

置
/無
し

● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
当該年度における受取額

□ 50万 円以下□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

□ 50万 円超～500万 円以下
□ 500万円超

有り

有り係関宝
ロ
利の別特るれうヽえ考と荘

絲¨̈
の

さ

等

平

料

公

項

資

の

事

業謂
豊峨
コ乱

申

審

特

●

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

該当の有無 :

該当の有無 :

し

し

無

無

レ

ー

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                   2



















( 宛先）

厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

〒1 0 0 一8 9 1 6

電話

F A X

東京都千代田区霞が関1 - 2 - 2
0 3 ( 5 2 5 3 ) 1  1  1  1 ( 内線4 2 8 9 )

0 3 ( 3 5 9 5 ) 2 4 2 3  ( 1 8 時以降）
0 3 - 3 5 9 5 - 2 4 3 2  ( 残留農薬等基準審査室F A X )

寄付金・契約金等受取( 割当て) 額等回答表

令和2 年〃月ツ日
令和2 年1 2 月4 日（金）薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取( 割当て）額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のジクロロイソシアヌル酸の残留基準の設定について

②食品中のシフルメトフェンの残留基準の設定について

  ③ 食品中のチアジニルの残留基準の設定について

  ④ 食品中のチェンカルバゾンメチルの残留基準の設定について

⑤食品中のフェンプロパドJ ンの残留基準の設定について

現職固¢ ^ ^ ^ 愈生紐箱所/ 食; 滅編一窒I
  氏名 く瓜了



①食品中のジクロロイソシアヌル酸の残留基準の設定について

一該当の有無：口有り

―該当の有無：口有り

受取の有無：口有り a  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

口令和2 年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

    企 く名( 製造企業等）：口、、ノ々化堂数品秩式・会計
   ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 - 受取の有無：口有リ B l 無し

  受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成3 0 年度 1  口 5 0 万円以下
口令和元年度

口令和2 年度

ーロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロ コンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

    口 その他（ ）
  ・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有リ 0  無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有リ M  無し

  「特記事項 π

  口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口当該企業の株式

）

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口その他（

企 く名（製造企業等）：件化エンバイロメンタルサイエンス秩式会計
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

口令和2 年度

  一受取の有無：口有り 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロ コンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

    口 その他（ ）
   ・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有り 無し

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り 0  無し

企業名（製造企業等）：日産化学株式会社

し
し

無
無

^
θ



②食品中のシフルメトフェンの残留基準の設定について

一該当の有無：口有り

一該当の有無：口有り

一受取の有無：口有り 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有1 J の場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

口令和2 年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

  企業名（申請企業等）：0  A T アヴU 才秩式会計 一
  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 一受取の有無：口有り s f 無し

  受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成3 0 年度 1  口 5 0 万円以下
口令和元年度

口令和2 年度

ーロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

   ・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有り 無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 - 該当の有無：口有り 0  無し

  「特記事項 π

③食品中のチアジニルの残留基準の設定について

  企業名（申請企業等）：日本農薬株式会社  .
  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 一受取の有無：口有り θ無し

  受取有1 j の場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成3 0 年度 口 5 0 万円以下

口令和元年度

口令和2 年度

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

   ・申請資料等の作成に密接に関与 該当の有無：口有り 無し

   ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有り 無し

  「特記事項 π

④食品中のチェンカルバゾンメチルの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：バイエルクロップサイエンス秩式会計

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口当該企業の株式

   ロ ーその他（ ）

し
し

無
無



⑤食品中のフェンプロハ。h リンの残留基準の設定について

  企業名（申請企業等）：住友化学株式会社
  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 - 受取の有無：口有り S f 無し

  受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成3 0 年度 1  口 5 0 万円以下
口令和元年度

口令和2 年度

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 該当の有無：口有り s f 無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 - 該当の有無：口有り s f 無し
  「特記事項 1











(宛 先 )

〒100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬・生活衛生局
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内線4289)
03(3595)2423(18時以降)

03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FAX)

令和■ 年ノノ月 日

令和2年 12月 4日 (金)薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のジタ躍イツシアメル機の残留基準の設定について

(0.食品中のシフルメトフェンの残留基準の段定l=ついて

③食品中のチアジニルの残留基準の設定について

④食品中のチエンカル′やゾンメチルの残留轟拳の設定について

⑤食品中のフェンプロ′中リンの残留基準の設定について

現 職 ′
ι~ 物

氏

寄付金。契約金等受取(割当て)額等回答表



①食品中のジクロロイツシアヌル酸の残留基準の設定について

豊 堕 盤 壁 歯 竪 __土健 塑 整 幽 整 」墜 立 盪 藍 激 __
● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度
□ 令和元年度

●

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

企菫盤窒塾量盤艶二_団超園饉回盆L

→ 受取の有無:□ 有り
／
ｒ
二
Ц 無し

当該年度における受取額
□ 50万 円以下
□ 50万 円超～500万 円以下

有り
→ 該当の有無:□ 有り

|

L

じ

じ

無
無

′
　
　
′
′
　
　
　
「
１
１
１
１
１
１
１
１
１
コ

　
　
　
　
／

″ｙ
﹈ｙ
　
　
　
　
ｙ

口 寄附金(奨学寄付金含む)

置 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金.契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度
□ 令和元年度

」壁菫壁璽』量童奎 塵豊21_」2回饉塾出塗土金L

→ 受取の有無:口 有り 無し

当該年度における受取額
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万 円以下

→ 該当の有無:□ 有り

し

し

無
無

有り０
●

ｒｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

‐
　
／

　

１
１
１
１
１
Ｊ

　

′／

Ｖ
﹈Ｖ
　
　
　
　
ν

□ 寄附金(奨学寄付金含む)

口 特許権'特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料

□ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度
□ 令和元年度

●

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

→ 受取の有無:□ 有り 無し

当該年度における受取額
口 50万円以下
□ 50万 円超～500万 円以下

円超

有り
→ 該当の有無:□ 有リ

／

　

　

１
１

１
１
１
リ

ン
７
．

無じ
無し

「
|

|

[

【受取額の内訳】
口 寄附金(奨学寄付金含む)

日 特許権・特許使用料・商標権による報酬
自 講演料  理    原稿執筆料
日 その他(

□ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式
)



②食品中のシフルメトフェンの残留基準の設定について

企盤璽 申壼企業艶 二_2虹ZZ堕」盤主金生
→ 受取の有無:□  有り

ノ

V 無 し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度

● 申

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

③食品中のチアジエルの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): 旦△農墓迷式会生

当該年度における受取額
□ 50万 円以下
□ 50万 円超～500万 円以下

円超

□

□

有

有

し

し

無
無

シ
→ 該当の有無:

|

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料
□ その他(

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式
)

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
口 平成30年度
□ 令和元年度

●

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

→ 受取の有無:□ 有り
当該年度における受取額

□ 50万 円以下
□ 50万 円超～500万 円以下

有り

当の有無:□ 有り

. /
む/無し

該
該

↓
↓

し

し

無
無

ｙ
ｗＹ

「
|

|

|

[

④食品中のチエンカルバゾンメチルの残留基準の設定について

企菫名【壺壼企菫豊)二_工|ビ墓:墨

`2旦
:五1左と1窪1匡:憂1螢1桂!量:負:社

□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式

/

b′ 無し● 寄付金 契ヽ約金等の受取(割 当て)額
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度

●

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

→ 受取の有無:□ 有り
当該年度における受取額
□ 50万 円以下
□ 50万 円超～500万 円以下

円超

→ 該 の有無 有り
→ 該当の有無:□ 有り

「
|

|

|

[

し

し

無

無

拶
Ｍ

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料
□ その他(

□ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式
)



⑤食品中のフェンプロ′ヽ リンの残留基準の設定について

● □

/

ν 無じ
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

当該年度における受取額
□ 50万 円以下

.□ 50万 円超～500万 円以下

有リ
→ 該当の有無:口 有り

し

じ

無

無

●
●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

／
′
　

　

「
―
―
―
―

―

リ

ｙ
▽

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料
□ その他(

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式
)










